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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成18年12月８日に提出いたしました第89期中(自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日)半期報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。 

  

２ 【訂正事項】  

第一部       企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 中間連結財務諸表等 

(1) 中間連結財務諸表 

注記事項(リース取引関係) 

  

３ 【訂正箇所】  

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

  

第一部 【企業情報】 

  
第５ 【経理の状況】 

  

１ 【中間連結財務諸表等】 

(1) 【中間連結財務諸表】 

注記事項(リース取引関係) 



(訂正前) 

  

  

前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

１ リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引 

(借主側) 
(1) リース物件の取得価額相当額、
減価償却累計額相当額、減損損失
累計額相当額および中間連結会計
期間末残高相当額 

(単位：百万円) 

  
(2) 未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額およびリース資産
減損勘定中間連結会計期間末残高 
未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額 

  
リース資産減損勘定中間連結会
計期間末残高 

1,839百万円 
(3) 支払リース料、リース資産減損
勘定の取崩額、減価償却費相当
額、支払利息相当額および減損損
失 

(4) 減価償却費相当額および利息相
当額の算定方法 
減価償却費相当額の算定方法 
リース期間を耐用年数とし、

残存期間を零とする定額法によ
っております。 
利息相当額の算定方法 
契約書等により合理的に算定

できるものを除き、リース料総
額とリース物件の取得価額相当
額との差額を利息相当額とし、
各連結会計年度への配分方法に
ついては利息法によっておりま
す。 

  
建物 
及び 

構築物 

機械 
装置 
及び 
運搬具 

その他の
有形固定 
資産 

合計 

取得価額 
相当額 24,943 7,782 6,841 39,567

減価償却 
累計額 
相当額 

9,741 2,778 2,784 15,303

減損損失 
累計額 
相当額 

1,727 217 － 1,944

中間連結 
会計 
期間末 
残高 
相当額 

13,474 4,787 4,057 22,319

１年以内 3,335百万円

１年超 22,022 

合計 25,358 

支払リース料 2,023百万円
リース資産減損 
勘定の取崩額 

104 

減価償却費相当額 1,687 

支払利息相当額 299 

減損損失 1,944 

１ リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引 

(借主側) 
(1) リース物件の取得価額相当額、
減価償却累計額相当額、減損損失
累計額相当額および中間連結会計
期間末残高相当額 

(単位：百万円) 

  
(2) 未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額およびリース資産
減損勘定中間連結会計期間末残高 
未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額 

  
リース資産減損勘定中間連結会
計期間末残高 

2,068百万円 
(3) 支払リース料、リース資産減損
勘定の取崩額、減価償却費相当額
および支払利息相当額 

  

(4) 減価償却費相当額および利息相
当額の算定方法 
減価償却費相当額の算定方法 

同左 
  
  

利息相当額の算定方法 
同左 
  
  

  

  
建物
及び 

構築物

機械
装置 
及び 
運搬具

その他の
有形固定
資産 

合計

取得価額 
相当額 28,525 7,521 7,098 43,145

減価償却 
累計額 
相当額 

10,985 3,217 2,992 17,195

減損損失 
累計額 
相当額 

2,024 381 － 2,405

中間連結 
会計 
期間末 
残高 
相当額 

15,515 3,922 4,106 23,544

１年以内 3,517百万円

１年超 23,433

合計 26,950

支払リース料 2,190百万円
リース資産減損
勘定の取崩額 

127

減価償却費相当額 1,795

支払利息相当額 352

  

１ リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引 

(借主側) 
(1) リース物件の取得価額相当額、
減価償却累計額相当額、減損損失
累計額相当額および連結会計年度
末残高相当額 

(単位：百万円) 

  
(2) 未経過リース料連結会計年度末
残高相当額およびリース資産減損
勘定連結会計年度末残高 
未経過リース料連結会計年度末
残高相当額 

  
リース資産減損勘定連結会計年
度末残高 

2,196百万円 
(3) 支払リース料、リース資産減損
勘定の取崩額、減価償却費相当
額、支払利息相当額および減損損
失 

(4) 減価償却費相当額および利息相
当額の算定方法 
減価償却費相当額の算定方法 

同左 
  
  

利息相当額の算定方法 
同左 
  
  

  

建物
及び 

構築物

機械 
装置 
及び 
運搬具 

その他の
有形固定 
資産 

合計 

取得価額
相当額 28,524 7,889 7,236 43,651

減価償却
累計額 
相当額 

10,354 3,045 3,032 16,432

減損損失
累計額 
相当額 

2,024 381 － 2,405

連結会計
年度末 
残高 
相当額 

16,145 4,462 4,204 24,812

１年以内 3,534百万円

１年超 24,755 

合計 28,290 

支払リース料 4,177百万円
リース資産減損 
勘定の取崩額 

208 

減価償却費相当額 3,484 

支払利息相当額 642 

減損損失 2,405 



  

  

  

  

  

  

  

前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

２ オペレーティング・リース取引
(転リース取引を含む) 

(借主側) 
未経過リース料 

  
(貸主側) 

未経過リース料 

なお、未経過リース料が算定で
きない期間については、注記の対
象から除いております。 

１年以内 796百万円

１年超 8,016 

合計 8,812 

１年以内 133百万円

１年超 517 

合計 651 

２ オペレーティング・リース取引
(転リース取引を含む) 

(借主側) 
未経過リース料 

  
(貸主側) 

未経過リース料 

１年以内 1,687百万円

１年超 19,200

合計 20,888

１年以内 3,737百万円

１年超 13,251

合計 16,988

２ オペレーティング・リース取引
(転リース取引を含む) 

(借主側) 
未経過リース料 

  
(貸主側) 

未経過リース料 

なお、未経過リース料が算定で
きない期間については、注記の対
象から除いております。 

１年以内 710百万円

１年超 7,616 

合計 8,327 

１年以内 2,888百万円

１年超 1,877 

合計 4,766 



(訂正後) 

  

  

前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

１ リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引 

(借主側) 
(1) リース物件の取得価額相当額、
減価償却累計額相当額、減損損失
累計額相当額および中間連結会計
期間末残高相当額 

(単位：百万円) 

  
(2) 未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額およびリース資産
減損勘定中間連結会計期間末残高 
未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額 

  
リース資産減損勘定中間連結会
計期間末残高 

1,839百万円 
(3) 支払リース料、リース資産減損
勘定の取崩額、減価償却費相当
額、支払利息相当額および減損損
失 

(4) 減価償却費相当額および利息相
当額の算定方法 
減価償却費相当額の算定方法 
リース期間を耐用年数とし、

残存期間を零とする定額法によ
っております。 
利息相当額の算定方法 
契約書等により合理的に算定

できるものを除き、リース料総
額とリース物件の取得価額相当
額との差額を利息相当額とし、
各連結会計年度への配分方法に
ついては利息法によっておりま
す。 

  
建物 
及び 

構築物 

機械 
装置 
及び 
運搬具 

その他の
有形固定 
資産 

合計 

取得価額 
相当額 24,943 7,782 6,841 39,567

減価償却 
累計額 
相当額 

9,741 2,778 2,784 15,303

減損損失 
累計額 
相当額 

1,727 217 － 1,944

中間連結 
会計 
期間末 
残高 
相当額 

13,474 4,787 4,057 22,319

１年以内 3,335百万円

１年超 22,022 

合計 25,358 

支払リース料 2,023百万円
リース資産減損 
勘定の取崩額 

104 

減価償却費相当額 1,687 

支払利息相当額 299 

減損損失 1,944 

１ リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引 

(借主側) 
(1) リース物件の取得価額相当額、
減価償却累計額相当額、減損損失
累計額相当額および中間連結会計
期間末残高相当額 

(単位：百万円) 

  
(2) 未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額およびリース資産
減損勘定中間連結会計期間末残高 
未経過リース料中間連結会計期
間末残高相当額 

  
リース資産減損勘定中間連結会
計期間末残高 

2,068百万円 
(3) 支払リース料、リース資産減損
勘定の取崩額、減価償却費相当額
および支払利息相当額 

  

(4) 減価償却費相当額および利息相
当額の算定方法 
減価償却費相当額の算定方法 

同左 
  
  

利息相当額の算定方法 
同左 
  
  

  

  
建物
及び 

構築物

機械
装置 
及び 
運搬具

その他の
有形固定
資産 

合計

取得価額 
相当額 28,527 7,920 7,171 43,619

減価償却 
累計額 
相当額 

10,986 3,314 3,028 17,330

減損損失 
累計額 
相当額 

2,024 381 － 2,405

中間連結 
会計 
期間末 
残高 
相当額 

15,516 4,224 4,142 23,883

１年以内 3,560百万円

１年超 23,758

合計 27,319

支払リース料 2,220百万円
リース資産減損
勘定の取崩額 

127

減価償却費相当額 1,819

支払利息相当額 361

  

１ リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引 

(借主側) 
(1) リース物件の取得価額相当額、
減価償却累計額相当額、減損損失
累計額相当額および連結会計年度
末残高相当額 

(単位：百万円) 

  
(2) 未経過リース料連結会計年度末
残高相当額およびリース資産減損
勘定連結会計年度末残高 
未経過リース料連結会計年度末
残高相当額 

  
リース資産減損勘定連結会計年
度末残高 

2,196百万円 
(3) 支払リース料、リース資産減損
勘定の取崩額、減価償却費相当
額、支払利息相当額および減損損
失 

(4) 減価償却費相当額および利息相
当額の算定方法 
減価償却費相当額の算定方法 

同左 
  
  

利息相当額の算定方法 
同左 
  
  

  

建物
及び 

構築物

機械 
装置 
及び 
運搬具 

その他の
有形固定 
資産 

合計 

取得価額
相当額 28,524 7,889 7,236 43,651

減価償却
累計額 
相当額 

10,354 3,045 3,032 16,432

減損損失
累計額 
相当額 

2,024 381 － 2,405

連結会計
年度末 
残高 
相当額 

16,145 4,462 4,204 24,812

１年以内 3,534百万円

１年超 24,755 

合計 28,290 

支払リース料 4,177百万円
リース資産減損 
勘定の取崩額 

208 

減価償却費相当額 3,484 

支払利息相当額 642 

減損損失 2,405 



  

  

  

  

  

  

  

以 上

前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

当中間連結会計期間
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

２ オペレーティング・リース取引
(転リース取引を含む) 

(借主側) 
未経過リース料 

  
(貸主側) 

未経過リース料 

なお、未経過リース料が算定で
きない期間については、注記の対
象から除いております。 

１年以内 796百万円

１年超 8,016 

合計 8,812 

１年以内 133百万円

１年超 517 

合計 651 

２ オペレーティング・リース取引
(転リース取引を含む) 

(借主側) 
未経過リース料 

  
(貸主側) 

未経過リース料 

１年以内 1,687百万円

１年超 19,200

合計 20,888

１年以内 3,463百万円

１年超 10,818

合計 14,282

２ オペレーティング・リース取引
(転リース取引を含む) 

(借主側) 
未経過リース料 

  
(貸主側) 

未経過リース料 

なお、未経過リース料が算定で
きない期間については、注記の対
象から除いております。 

１年以内 710百万円

１年超 7,616 

合計 8,327 

１年以内 2,888百万円

１年超 1,877 

合計 4,766 
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